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　　　　　　　　　流星

　　　　　　　　　　幹　事

（7月，8月の主な流星群の輻射黒占）

　日　　　　　附

　6月一8月

　6月一8月
　7月申旬

　7月29日一

1；1雌

　8月一9月

　6月一8刀

　8月中旬一下旬

課通信　（2）

宇　野　良　雄
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（7月，8月の近畿流星協同観測時間表）
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　観測時間　A・・21時一23時及び1時一3時　　　　B－1時一3時

　　　　　C＝・21時一23時　　　D＝・1時一3時及び21時一23時

　観測方向　和歌山＝東北　神戸，大阪一東　京都＝東南　名古屋一西南

　流星シ1ズン來る　流星は1年を通じ又は1日を通じ同じ歌態で出現せす，月

により又時刻によりその出現に甚だしい差がある．下岡は（A）各月の毎時流

星出現激，（B）1ケ年4s均の夕方より夜明まで各時間に於ける流星出現激で

ある．隔iにより直ちに解る様に1年申では前孚年より後孚年の方が断然出現

多く，8月が1年中で最も多い．これは前蔵回に比して後孚年に著しい流星群

が多い爲である．8月には1ケ月に渉って出現する有名なペルセウス座流星群

がある．叉1日中でいへば夜孚前より夜牟後の方が出現多く，夕方より夜牟

を過ぎ明方に進むに從ひ漸次出現激の増加する事が圖によって知られる・こ
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れは明方には観測地黙が地球の進行する前面の方向に當って下り，夕方には

その反磁の方を向いてみるために，正面より衝突する流星の方が，背面より

追突するものより多いためである．理論上からは午前6時が最も多く出現す

る筈であるが，薄明其他の關係から減少する様に見える．

　　　　（月別毎時出現数）　　　　　　　　　　　　（時間別毎時出現鞍）
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　シュミット・デニング・ホフマイスタ1の台覧より求めた数字　（流星の研究より）

　梅雨も明けて快晴の夜が凹き，納涼の床机で天文の話が出たり，大火球が

認められたりして，一こ入に天文と流星が最も接近する時季である。観測は

樂になり出現激も多く，毎年夏には新らしV・流星群が獲見される事が多V・．

近畿流星協同槻測も愈ミ本舞東に上る．各員の熱心な観測が望まれる．

　　　　　　　　　流星観測を漿む

流星観測は實一天文學の第1歩．

流星天文學は素入に淺された唯一の研究部門．

流星凝測には機械を要しなv・．穿って他の槻測部門の如く機械の性能

によって槻測を左右せられなV・．熱心と熟練によって誰でも一流の観

測者となり得る．

時季は流星シ1ズン．槻測を初めるに最もよき時，君よ観測せすや．

観測者には参考戯書を呈し，槻測研究の指導をなす．申込は下記へ

　　課長　小面孝二郎　　和歌山縣有田郡金屋525

　　幹事　宇野　良雄　　京都市上京魑紫野宮西町13

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（観測部流星課）


